
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 深い学びのある授業のなかで見えてきた子どもの姿 

これまでに外国語科研究部では、外国語科・外国語活動の特質に応じた学びの本質とは何か、思いや考えの

共有につながる相手意識とは何かを探る研究を進めてきた。深い学びのある授業を実践するなかで、以下のよ

うな姿が見られた。 

 ○ 「互いのことを伝え合う」にとどまらず、「互いのことをもっと知って仲よくなろう」とする意欲的な姿 

 ○ 単元の導入からゴールに至るまで「伝えるのが楽しみ」、「早く知りたい」という思いをもつ姿 

○ 仲間の伝えたいことの思いを受け止めてアドバイスしたり、英語を訂正したりする姿 

○ 仲間の意見を尊重したうえで、アドバイスされた英語にするか、自分で考えた英語にするか判断する姿 

 ○ 「自分の思いや考えを伝えるには」、「伝える相手に伝わるようにするには」という思考を伴って考える姿 

 ○ ふりかえりの発言や学習プリントの記述に「～を知ることができてよかった」等のその単元ならではの思

いや考えが伴う姿 

２ 学びをつなぐ姿 

  コミュニケーションは双方向のやり取りであるため、「話し手」は「聞き手」でもある。子どもは「話し手」

として相手に分かってもらうために自己を表現したり、「聞き手」として相手の背景等を受け止めながら聞いた

りしている。これまでの研究において外国語科研究部では、「話し手」と「聞き手」が互いに相手意識をもつこ

とを大切にしてきている。研究をとおして、外国語科における学びをつなぐ姿は以下のように捉えた。 

 ○ 外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせながら、自分の伝えたいことが相手によ

り伝わるように表現する姿 

 ○ 相手のことをもっとよく知るために、相手に配慮しながら積極的にコミュニケーションを図る姿 

 ○ 日本と外国の文化の違いについて、比較しながら捉えようとする姿 

 

 
外国語科・外国語活動の学習では、日本と外国の文化の違いを比較する活動や、相手により伝わりやすい英語

表現を考え、積極的にコミュニケーションを図ろうとする活動が行われる。総合的な学習の時間や生活科及び特

別活動とは、以下のようなかかわりがあると考える。 

○ 探究的な課題を解決するために、異なる言語や文化の違いを比べたり、積極的にコミュニケーションを図

ろうとしたりしながら、思いや考えを共有する。 

○ 外国の人々や文化にふれる活動に親しむことで、社会とのつながりや国際理解の意識が高まる。 

 ○ 思いや考えを伝えるための表現づくりをとおして、伝える工夫について仲間と話し合い、合意形成を図っ

たり、意思決定したりする。 

 

子どもが学びをつなぐ外国語科学習 
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１ 「学びをつなぐ」姿を実現するための学習指導の在り方 

外国語科において「学びをつなぐ」子どもを育成するためには、子どもに「もっと相手と英語で話がしたい」、

「もっと知りたい」という思いをもたせることが大切である。また、外国語によるコミュニケーションをとお

して、自分が言いたいことを相手に伝えられたときの喜びや仲間の知らないことが分かった満足感を味わわせ

ることも大事である。更には、それらを学級全体で共有できるふりかえりの時間も、次時や次の単元へのモチ

ベーションを高めるうえで重要となる。そのため次の２点について研究を進めることにした。 

⑴ 外国語で伝え合うモチベーションを高めることのできる導入の在り方 

子どもが外国語で伝え合うモチベーションを高めている姿とは、外国語で伝え合う目的や場面、状況を理解

したうえで、ゴールイメージの実現に向けて、どのような表現が必要かを子ども自身が考える姿と捉える。  

１単位時間のなかで、自分が言いたいことをどのように表現すればよいかを考えたり、仲間が伝えたいこと

を推測しながら聞いたりすることが大切である。そのような学びの姿を実現す

るために、単元をとおしてめざす姿を学級全体で共有するための手立てについ

て追究する。 

そこで、外国語で伝え合うモチベーションを高める手立てとして、子どもが

必要な表現に慣れ親しむのに効果的な黒板掲示を使うこと、教師と子どものや

り取りを全体で行うこと、教師によるスモールトークについて内容を推測しな

がら聞かせることの３点が有効であると考えた。 

 

 

 

 

 

 
（第３・４学年）                                （第５・６学年） 

【外国語で伝え合うモチベーションを高める手立て】 

⑵ 表現力の高まりや伝え合う楽しさを実感させることのできるふりかえりの在り方 

１単位時間の学習において、子どもは外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせな

がら、前単元や前時の学習内容と本時学習で新しく出合う内容との違いについて比較しながら考える。その

なかで、学んだ語句や表現を使って、自分の言いたいことが伝えられたり、相

手の伝えたいことが聞き取れたりしたときに、伝え合う楽しさや表現力の高ま

りを感じることができると考えた。 

そこで、終末の段階で、代表の子どもの発表から、本単元でめざす姿を共有

したうえで、個人でふりかえりをさせ、仲間と交流させることで、自分や仲間

のよさを認め合うことができるようにした。また、単元をとおして１枚の学習

プリントでふりかえらせることで、前時と比べながら自分や仲間の表現力の高

まりが実感できるようにした。 

  
 

 

 

 
代表の発表を視聴    めざす姿の共有  個人でのふりかえり  ふりかえりの交流 

 
【表現力の高まりや伝え合う楽しさを実感させる手立て】 

 

 

 

 

 

 
【スモールトークの様子】 

 

 

 

 

 

 
【発表の様子】 

１ 「学びをつなぐ」姿を実現するための学習指導の在り方 

⑴ 外国語で伝え合うモチベーションを高めることのできる導入の在り方 

⑵ 表現力の高まりや伝え合う楽しさを実感させることのできるふりかえりの在り方 

研究内容 

研究内容の基本的な考え方 

効果的な黒板掲示 

教師による 
スモールトーク 

英語を使った教師と

子どものやり取り 

Me too. I like red. 

表
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第３学年 10 月 This is for you. カードをおくろう 

⑴ 外国語で伝え合うモチベーションを高めることのできる導入の在り方 

手
立
て 

○ 毎時間の導入において、少しずつ語句や表現を増やしながら、単元ゴールにつながる教師と子ども

による英語のやり取りを行った。 

○ 教師と子どもの英語を用いたやり取りから、既習の語句や表現と比較させ、違いに気付かせた。 

表
れ
て
い
た 

子
ど
も
の
姿 

○ めあてを立てる場面 

・ 形のカードを用いながら、前単元で学習した “What do you like?”を想起し、本単元の “What do 

you want?”のやり取りをする姿 

○ ペアでやり取りをする場面 

・ コミュニケーションのポイントを意識しながらやり取りをする姿 

考
察 

〇 教師と子どもによる英語を用いたやり取りを継続していくなかで、既習事項と比較したり、本時で

学ぶ語句や表現等を焦点化したりする力が身に付いてきた。 

〇 ゲーム活動やグリーティングカードの提示により、子どもの興味・関心を高めることはできたが、

「目的」「場面」「状況」の共有が不十分であった。外国語で伝え合うモチベーションを高めるために

も、子どもに明確な目的意識をもたせて活動に取り組ませることが大切である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【ペアでのやり取りの様子】               【効果的な黒板掲示】 

⑵ 表現力の高まりや伝え合う楽しさを実感させることのできるふりかえりの在り方 

手
立
て 

○ 代表ペアや教師と子どものやり取りを視聴し、よいところを全体で共有したり、表現力の高まりに

気付かせたりするために、単元導入時や前時のやり取りと比較させた。 

○ 単元ならではの新しく出合った語句や表現への気付きと、教師や仲間とのやり取りで気付いた自分

や仲間のよさをふりかえらせた。 

表
れ
て
い
た 

子
ど
も
の
姿 

○ ふりかえりの場面 

・ 代表ペアの発表の視聴や仲間との教え合いのなかで、仲間のよいところに気付く姿 

・ 初めて出合った形を表す語句の発音についての気付きやグリーティングカードへの興味、カード

を作成してプレゼントをしたいという思い等、今後への期待感のあるふりかえりを記述する姿 

 
 
 
 
 
 
 
        

【学習プリントから見られる子どもの記述の変容】 
 

考
察 

〇 ふりかえりにおいては、「～ができるようになった。」等の肯定的なものだけでなく、「～がしたかっ

たけれど、できなかった。」等の子どもの素直な思いも引き出すことができた。それを仲間同士で共有

することも課題の把握や教師の授業改善につながり、表現力を高めることに結び付くのではないだろ

うか。子ども全員が自信をもって活動に取り組み、表現力の高まりや伝え合う楽しさを実感できるよ

うな手立てについて今後考えていきたい。 

研究の実際 

物を渡すときは…。 

“Here you are.” だよ。 

 
 
 
 
 

 

【第２時の子どもの記述】 

 
 
 
 
 

 

【第５時の子どもの記述】 



第５学年 11 月 This is my sister. 身近な人のしょうかい 

⑴ 外国語で伝え合うモチベーションを高めることのできる導入の在り方 

手
立
て 

○ 単元全体をとおして、スモールトークを充実させ、黒板掲示を工夫し常に意識させた。 

○ 本時は、導入で単元ゴールのイメージを確認し、スモールトークをとおして紹介に必要な英語表現

等を推測させながら聞かせた。 

表
れ
て
い
た 

子
ど
も
の
姿 

〇 めあてを立てる場面 

・ 「仲間に向けてスピーチをしたい」「どんな表現をすれば伝わるかな」という思いをもつ姿 

〇 仲間にインタビューをする場面 

・ 相手の目を見ながらやり取りをする姿 

・ 仲間からのアドバイスを生かしてジェスチャーが増えたり、英語を言い換えたりする姿 

考
察 

〇 ALT や学年の先生といった、子どもにとって身近な人物についての紹介をスモールトークに取り入

れたことで、英語が身近なものとなり、より関心を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【ペアでのやり取りの様子】               【効果的な黒板掲示】 

⑵ 表現力の高まりや伝え合う楽しさを実感させることのできるふりかえりの在り方 

手
立
て 

○ 自分や仲間ができるようになったことだけでなく、やりたかったけれどできなかったこと等、次時

の学習につながる内容を出すことができるように、自分の課題を仲間と共有できる時間を確保した。 

○ 代表の子どもの発表を全体で視聴し、自他のよいところを共有したり、グループで意見交換をした

りした。 

表
れ
て
い
た 

子
ど
も
の
姿 

〇 グループで仲間の紹介をする場面 

・ ゆっくり話したり、繰り返し話したりする姿 

〇 代表の子どものスピーチを視聴する場面 

 ・ 「アイコンタクトや英語で反応を返すことができていた。」「分かりやすくゆっくりと話すことが

できていた。」等のよいところを学習プリントに記述する姿 

考
察 

〇 ふりかえりにおいて、モチベーションを高めて次時につなげるために、「できたこと」だけでなく、

「したかったけれどできなかったこと」等も考えさせた。しかし、できなかったことばかりに目を向

けてしまうと、意欲や自己肯定感を下げてしまう可能性があるため、子どもの思いも大切にしつつ、

「もっとできるようになりたい」という次時に向けた意欲的な思いへとつなげる必要がある。 

 
 
１ 「学びをつなぐ」姿を実現するための学習指導の在り方 

⑴ 外国語で伝え合うモチベーションを高めることのできる導入の在り方 

 ○ 導入時の英語でのやり取りやスモールトークから、本時でめざす姿につながる英語表現等を、子ども

が意識できるようになってきた。 

 ● 子どもが伝え合いたいと思う単元構成にしていくことで、明確な目的意識をもたせて活動に取り組

ませることが大切である。 

⑵ 表現力の高まりや伝え合う楽しさを実感させることのできるふりかえりの在り方 

○ 表現の高まりを実感できるふりかえりを継続してきたことで、自他の成長を認め合う姿が見られた。 

● 自己評価の低い子どもの意欲をどう高めていくのか、その手立てを考えて授業を構成する必要があ

る。 

 

今年度の研究のまとめ 

What are you good at? 

I’m good at cooking! 

参考文献：英語教育のパラダイムシフト  村端 五郎  松柏社  2018 


